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島をきれいに！島っ子クリーン活動 ９月13日（金）
毎年の恒例行事ともいえる、年２回の「島っ子クリーン活動」。

小学生と中学生が協力して通学路のごみ拾いを行っています。
今年度１回目の活動を行いました。
今年度も「日間賀サミット」で島の美化が話題になりました。

島民の皆様に呼びかけて迎えた当日。昨年度よりも多くの方に
ご協力いただきました。ありがとうございました。
落ちているごみの多さにおどろく声をあげながらも、子ども

たちはたくさんのごみを拾いました。
今後も子どもたちの活動へのご協力をお願いします。

１年生のキャリア学習（Hint B）

７月に行った漁業体験と併せ、生徒たちは日間賀島の主要産業や自然、人口の動態
について学び、体験を通して考えました。この学びを今後（３学期の職場見学、２年
生以降に実施する職場体験や上級学校訪問等）につなげていく予定です。自分の生き
方や進路について考えを深めていってほしいと思います。

イルカふれあい体験 ９月５日（木）

日間賀島観光協会、南知多ビーチランド
のご協力をいただき、実施しました。前日
の事前学習では、観光へのイルカの貢献に

ついて、また、
島の周りの海
の環境につい
て学びました。
当日は、イル
カと楽しくふ
れ合うことが
できました。

福祉実践教室 ９月24日（火）

町 社 会 福 祉
協議会のご協
力により、「認
知症サポータ
ー養成講座」
を受講しまし
た。寸劇やグループワークを通して、認知
症の症状の特徴や、望ましい関わり合い方
について理解を深めました。
高齢化が進む日間賀島。やはり大切なの

は「笑顔とやさしさ」だと学びました。

「 大切にしたい子どもたちと夢 」
３年担任 林 綾 香

私が教師になりたいと考えた１番のきっかけは、教師をしている母の影響です。母
は私が通っていた高校で教師をしており、学校でも母の姿を度々見かけ、校内で会
った際には他人のふりをして「おはようございます」と挨拶をしていました。授業が一
緒になることはなかったですが、教室から外で授業をしている様子や部活動を指導す
る姿を見て、母の周りにはいつもなぜかたくさんの生徒がいて毎日笑顔で溢れていま
した。そんな母の様子を見て、教師という仕事にあこがれを感じ、私もそんな母のよう
になりたいと思い教師を目指しました。
日間賀島に来てからは「教師になりたい」という気持ちが日に日に増しています。今は講師と

いう立場ですが、採用試験に合格して正規採用となれるよう勉強の日々を送っています。忙しい
ですが、とても充実した日々を過ごしています。そう思えるのは、日間賀島の子どもたちのおかげ
です。毎日の「おはようございます」や「さようなら」の何気ない会話も、私にとってはすべてが特
別です。その特別を、今度は私が残りの日々の中で子どもたちに与えていけるように、過ごして
いきたいと思います。今より少しでも子どもたちが学校に来るのが毎日楽しいと思えるように、日
間賀島の子どもたちと、１日１日を大切に過ごしていきたいと思います。



１０ 月 の 予 定
日 曜 行 事 等

１ 火 島民体育祭（弁当持ち）

２ 水 体育祭予備日(①～④)

３年「親子ふれあいひろば」参加

３ 木 テスト週間

４ 金 Ｂ日程 第２回英語検定

５ 土

６ 日

７ 月 朝会

８ 火 ⑤⑥音楽鑑賞

９ 水

10 木 中間テスト（数・国・社）

11 金 中間テスト（英・技家・理）

12 土 町文化展

13 日 町文化展

14 月 体育の日

15 火 Ｂ日程

16 水 ＨＡ

17 木 Ｂ日程 委員会

18 金 Ｂ日程 第２回漢字検定

19 土

20 日

21 月 朝会

22 火 即位礼正殿の儀

23 水 ＨＡ

24 木 Ｂ日程 委員会

25 金 Ｂ日程 ３年卒業アルバム撮影

生徒会レク大会

26 土

27 日

28 月 朝会

29 火 ⑤⑥３年進路説明会

30 水 町わくわく交流会

31 木

１１ 月 の 行 事

１日(金) 東海北陸地区へき地教育研究大会 分散会

６日(水) ３年実力テスト

１２日(火) 日中祭

１３日(水) 教育相談週間（～18）

１５日(金) ２年高校訪問

１年薬物乱用防止教室

１９日(火) 学校公開日

第２回学校保健委員会

２７日(水) 期末テスト（～29）

２７日(水) 火災避難訓練

「日間賀の子の素晴らしさを
発信します」
校長 鈴木 康弘

本校では、小学校とともに、保護者や地域

の方々からのご理解とご協力のもと、島の将

来を担う心豊かでたくましい子どもたちの育

成を目指して教育活動に取り組んでいます。

平成２９年度からは、愛知県へき地教育研究

協議会より研究委嘱を受けて、研究主題を「ふ

るさとで心豊かに学び、新しい時代を切り拓

く島っ子の育成 ～小中連携と地域連携の充

実を通して～」として研究を進めています。

１１月１日（金）には、「東海北陸地区へき地

・複式・小規模学校教育研究大会 第２分散

会」を開催し、７県（富山・石川・福井・静

岡・三重・岐阜・愛知）から約150名を集めて、

研究の成果を発表します。

研究は、小中連携と地域連携に焦点を当て

て進めてきました。小中連携では、学習指導

の共通化に取り組みました。「日間賀小中学び

の基本」を作成して、小中学校での指導に一

貫性をもたせると同時に、家庭へも知らせて

協力を呼びかけました。生徒は、落ち着いて

学校生活を送り、学習に前向きに取り組んで

います。また、「浜清掃」や「島っ子クリーン

活動」、「合同避難訓練」などの交流活動を整

理しました。生徒は、少しずつではあります

が、小学生の手本となる「憧れられる」存在

として成長しているように感じます。

地域連携では、これまで保護者・地域に支

えられてきた様々な活動を整理し、その充実

を図りました。地域の方から教えもらうだけ

でなく、一緒に考える機会を多く設定しまし

た。「日間賀サミット」で真剣に話し合う生徒

の姿には頼もしさを感じました。

研究大会当日は、このような生徒の姿を中

心に、東海北陸地区の先生方に、本校の教育

活動を発信し、広くご意見を伺い、さらなる

充実を図ります。

当日は、公開授業を地域の方々にも公開し

ます。ぜひ、ご参観ください。

＜研究大会の日程＞

９：００ 公開授業（各教室）

１０：１０ 和太鼓演奏（小学校体育館）

１０：４０ 開会行事

１１：００ 研究発表

１２：００ 閉会行事


